
大田スタジアム無料開放ＤＡＹの実施結果について 

 

１ 目的 

大田スタジアムで多様なスポーツを楽しむ機会を無料で提供することで、 

多目的に利用できる大田スタジアムの魅力を感じてもらう。 

 

２ 日時 

令和２年 12 月 26 日（土）午前 10 時～12 時 30 分 参加者数 53 名 

令和２年 12 月 27 日（日）午前 10 時～12 時 30 分 参加者数 59 名 

 

３ 当日の様子 

  

 

 

 

 

 

スポーツトレーナーによる健康体操プログラム         家族での参加者 

野球だけではなく、ランニングやサッカー、バドミントンなど、多目的なス 

ポーツができる場を提供した。またグラウンドの人工芝の感触を直接味わって

もらうことやバックヤードの見学ツアーにより、スタジアムを身近に感じても

らった。 

（主な意見） 

（１）アマチュア野球観戦には何度も来たことがありますが、グラウンド内に入

ることができる機会は貴重で、選手の目線が少しわかった気がして楽し 

かったです。 

（２）芝が柔らかくて走りやすく気持ちよかった。最高です。 

 

４ まとめ 

（１）広いグラウンドで多目的なスポーツに親しんでもらうことで、大田区の野

球のメッカであるスタジアムの認知度を高めることができた。 

（２）参加者がそれぞれ、53 名、59 名であり、より多くの方に参加する機会を

提供するため、季節や時間帯などを検討し次に繋げていく。 

（３）グラウンドの中に入れる貴重な機会により、スタジアムを身近に感じても

らうことにつながるため、定期的に実施していきたい。 
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